
自家用車の普及状況、０７年３月末データで初の減少

　０７年３月末の自家用乗用車（以下、自家用

車）の世帯当たり普及台数は、１．１０７台で、前

年の１．１１２台に比べて０．００５台の減少となり

ました。

　自家用車の世帯当たり普及台数は、自動

車検査登録情報協会（自検協）が同協会の登

録車・軽自動車の保有データと、総務省が実

施する「住民基本台帳に基づく人口・人口動

態及び世帯数」調査をもとに取りまとめ、公

表しているものです。自家用車の普及台数は

過去一貫して伸び続けてきましたが、０７年３

月調査で初めて減少に転じました。

　自検協は、その原因に「販売の不振から保有

台数の伸びが鈍化したこと」を挙げています。

世帯数は依然として増え続けており、０７年３月

末は５１７１万３０４８世帯で前年比１．２％増とな

りましたが、自家用車の保有台数は５７２３万

６６２０台で同０．７％増の伸びにとどまってい

ます。現象としては世帯数の増加に自動車

保有台数の伸びが追いつかなかったという

ことですが、減少に転じた人口、しかも都市部

への集中といった人口動態調査の変化は、日

本の自家用車保有も飽和状態になりつつある

ことを示しているといっても良いでしょう。

　マクロの数字をみますと、日本の人口は２年

連続で減少し、０７年３月末は前年より１５５４人

少ない１億２７０５万３４７１人になりました。高

齢化も進み、６５歳以上の老齢年齢は調査開

始以来増え続け、総人口の２１．０％を占める

ようになりました。

　さらに大都市部への人口の集中も指摘で

きます。東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、

神奈川県）、名古屋圏（岐阜県、愛知県、三重

県）、関西圏（京都府、大阪府、兵庫県、奈良

県）の３大都市圏の人口は６３５３万９３６２人で、

全国人口の５０．１％と初めて５０％を超えまし

た。東京圏だけで総人口の２６．９％を占めて

います。人口増加率のトップ３は東京都、神奈

川県、愛知県で、このほか埼玉県、千葉県、滋

賀県、大阪府、兵庫県および福岡県、沖縄県

で人口は増加していますが、他の道府県では

人口は減少しています。

　こうした人口増加地域での世帯当たりの

自家用車普及率をみると、滋賀県を除きい

ずれも前年より普及率を下げており、人口、

世帯数の増加が自家用車保有の増加に結び

ついていない現実があります。

　全国的には、まだ自家用車の保有台数は

伸びていますが、例えば、人口の増加率が最

も高い東京都、それに続く神奈川県、さらに

京都府、大阪府でも自家用車の保有台数は

マイナスに転じています。同時に沖縄県や人

口減少が著しい北海道、青森県でも自家用

車保有は減少しました。どうやら大都市部で

は自家用車を持たなくてよい生活と金銭的

な問題で持てないという生活が台頭し、地方

では人口の減少に応じて保有が落ちだすと

いう現象が起こり始めているようです。

忍び寄る高齢化、人口減少社会
日本の自動車マーケットも構造変化が進みだしている
自家用乗用車の世帯当たり普及台数の伸びが止まりました。

自家用車の保有は、拡大基調ではありますが、伸び率は鈍化しており、保有の潮目は大きく変化しそうです。

こうした市場環境の変化の中で、整備業をはじめとしたアフターマーケットのビジネスにおいて、

顧客をしっかりつかむ営業戦略が問われることになりそうです。

● 世帯当たり普及台数 １．１０７台　　 前年比０．００５台減
● 世帯数 ５１７１万３０４８世帯　　 前年比１．２％増
● 自家用乗用車保有台数 ５７２３万６６２０台　　 前年比０．７％増
● 総人口 １億２７０５万３４７１人　　 前年比１５５４人減（データはいずれも０７年３月末）

厳しさがにじむ
市場のデータ
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20年間の自家用乗用車保有台数と
一世帯当たり自動車保有台数の推移

全国整備工場の皆様へNGP組合員200拠点がお届けするお役立ち情報
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今月のトピックス

今が競争の正念場

　乗用車保有の伸び、人口の増減、世帯当り

乗用車普及率が、日本でどのようになってい

るか、日本地図でまとめてみました。青く塗

られた人口増加地域は、首都圏など大都市部

となりますが、その大都市部で乗用車保有

が頭打ちとなっている様子がうかがえます。

北海道や青森県は、人口も、乗用車保有もマ

イナスという厳しい状況です。　　

　多くの地域で乗用車の保有台数そのもの

はまだ伸びてはいますが、世帯数の伸びを上

回る地域は少ないです。人口減少地域でも

世帯数は伸びており、全都道府県で世帯数は

増加しています。これは、老夫婦を残して子

供夫婦が別に居を構えるとか、子供が独立す

るといった形で世帯が増えており、乗用車保

有の点では、核家族化の中で保有が分散化

していることを意味しています。

　一家に２台は、当たり前で３台、４台とあっ

たものが、世帯が分かれることで減っている

のです。まだ、世帯あたりの保有台数が伸

びている県もあります。それが緑色の罫線に

「●」印の打たれている県ですが、九州の数

県と山形県や福井県など限られた地域でし

かありません。しかもそうした地域でも人口

は減少しており、乗用車保有がさらに伸びる

という状況にはありません。こうした市場の

変化のなかで整備業として勝ち残るた

めには、徹底した顧客管理と、新規顧

客を取り込むための「自社ＰＲ」が必要

になります。

　世帯を分け独立した若い世代は、ど

こか別の整備業者を探すことになるの

でしょう。あるいは若い世代は

大都市部を目指して、土地を

離れることになるかもしれま

せん。若い人だけではありま

せん。「年をとったら地方より

都会が便利だ」と言い出して

いる高齢者もいるほどです。こ

うした人口の移動にともない、

いたるところで市場は流動化

しています。今までの管理顧

客を守っているだけは、客数は

自然に減っていくことになりま

す。人口の流動化にともなっ

て、地域に入ってきた新しい世帯を顧客とし

てつかまえて行かなければ、新たな整備需

要を掘り起こすことはできません。

　日本の人口は減少に転じました。しかし、

悲観的になる必要はありません。なぜなら、

自家用車の保有台数はまだ伸びているから

です。多くはありませんが、山形県や福井県、

山口県、佐賀県、熊本県など乗用車の世帯

当り保有台数が伸びている地域も数県あり

ます。

　同時に、全体に人口が流動化しているとい

うことは、大都市やその周辺、あるいは地方

でも「どこかに親切で、信頼できる整備工場

がないか」と、探しているユーザーが増えて

いることを意味します。こうしたユー

ザーを顧客にするためには、自分の

存在を教えてあげるしかありません。

昔は電話帳でしたが、今はインター

ネットで調べる人が増えました。目についた

看板やチラシなどをきっかけに来店する人

もいます。

　やはり、どのようなサービスを提供している

のかということは、しっかりＰＲすることが重

要です。ＮＧＰ協同組合は、整備業者の皆様が

顧客を呼び込むためのチラシ集ＣＤ－ＲＯＭ

「お客さまと華したい！」セットを提供していま

す。簡単なチラシを自社で作り、手渡しやポス

ティングを行ってみてはいかがでしょうか。こ

れに続くサポートも検討しているところです。

　また、自動車リサイクル部品を修理に使う

と、地球温暖化防止に役立つという客観的な

データもあります。お客様に環境整備を提案

するため、リサイクル部品の積極的な利用を

お勧めします。

進む人口の流動化、積極的な自己ＰＲで新規顧客の獲得を

リサイクル部品のＣＯ２削減効果も
振り向かせるための好材料

進む人口の流動化、積極的な自己ＰＲで新規顧客の獲得を

リサイクル部品のＣＯ２削減効果も
振り向かせるための好材料

日本列島 乗用車保有・人口増減地図

人口が増加した都道府県

人口が減少した都道府県

乗用車保有台数が減少した都道府県

乗用車の世帯当り保有台数が

伸びている都道府県

流動化する市場。確かな技術をユーザーに伝えることが、
新規顧客の獲得につながる



今月のトピックス

整備売り上げ、６兆円の大台に５年ぶり回復

専業は定期点検の取り込みがカギ

「これがリサイクル部品です！」

ディスプレーでユーザーにわかりやすく

　整備市場は回復基調にあると言われてい

ます。国土交通省 の平成１８年度自動車分

解整備業実態調査によると、同年の整備売

上高は６兆０９４５億円で前年に比べ２．３％増

となり、５年ぶりに６兆円台に回復しました。

保有の長期化は整備需要の増加をもたらし

ていますが、事業所数も８万９２３９事業者に

達しており、厳しい競争が続いています。

　業態別に見ると、整備専業の伸び率は前

年度比５．３％増ですが、事業所数も１．１％増

となっており、１事業所当たりでみると、売り

上げは３９７５万円で４．２％増となります。ラ

イバルのディーラーは、全体売り上げは４％

増、１事業所あたりで見ると、１億７９３０万円

で３．６％増にとどまっています。

　全体売り上げで見ても、一事業所あたり

で見ても、売り上げの伸び率は専業が上回っ

ています。しかし問題がないわけではあり

ません。車検整備 の売り上げを比べると、

ディーラーの５．０％増に対して専業は４．６％

増と、伸び率が逆転します。また定期点検整

備はディーラーが０．６％増の微増に対し、専

業は４．６％減と落ち込んでいます。

　専業 の売り上げの伸びは、事故整備、そ

の他整備によるものです。車検整備や定期

点検ではブランド力があるディーラーの囲

い込みが進んでいるようです。

 ＮＧＰ日本自動車リサイクル事業協同組合

は、整備事業者の皆様が店頭で自動車リサ

イクル 部 品 を 展 示 で きるようにした 専 用

ディスプレーを作りました。エンドユーザー

にリサイクル部品をわかりやすく説明する

ことができますし、関心を持ってもらうこと

もできます。「環境整備」をアピールするた

めの必需品といえます。

 ディスプレーは高さ１２６０mm×幅１２３０

mm×厚さ８６０mmで、ショールームや接客

スペースなどに置くことができます。ドアの

交換・修理でリサイクル部品を使って交換

すると、サニークラスでは新品部品を使う

より、約２３kgのＣＯ２排出削減につながりま

す。「 地 球 環 境に優しいリサイクル 部 品 」

「ＣＯ２を○○kg削減」などという店頭ＰＯＰ

を使いながらお客様にアピールしてみては

いかがでしょうか。

 整備事業も差別化の時代を迎えています。

同時に排ガス浄化やＣＯ２排出削減の環境

問題に関心を持つユーザーは増えています。

「環境整備」は整備事業者の皆様の技量を

積極的にアピールできる格好のポイントで

す。その中でリサイクル部品は環境対策ば

かりでなく、修理費用を抑えることがで

き、地 球 環 境と同 時にお客 様 のお財

布にも優しい修理の提案を行うこ

とができます。

 「環境整備」をアピールする

チラシは、ＣＤ－ＲＯＭチラシ集「お客

さまと華したい！」セットの中にも入っ

ています。チラシやディスプレーを

利用して、整備事業の皆様のお店の

差別化を実現することができます。

 ＮＧＰ協同組合は、自動車リサ

イクル部品を通じて、整備事

業の皆様のビジネスサポー

トに努 め た いと考 えて い

ます。自動車リサイクル

部品についてのご用命、

そ の利用 の仕方につい

ては、お近くのＮＧＰ協同

組 合 の 組 合 員にご相 談

ください。
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お客様にわかりやすく、商談もはずむ



「くるマック」のティッシュを配布

告知・宣伝活動に活用を

第１５回初級営業マン研修会を実施

台風９号を乗り越え、「商いの心」を学ぶ
　ＮＧＰ協同組合は９月６～８日の３日間、東京都

江東区夢の島のＢｕｍＢ東京スポーツ文化館で

第１５回初級営業マン研修会を実施しました。同

研修会は初日、２日目と台風９号の影響で荒れた

天気となりましたが、オーナー２人を含む１０人

が参加し、「商いの心」を基本とした営業マンの

心得を学びました。

　研修は参加者個々の自己紹介に始まり、営業

マナーの研修や営業会話の基本など、お客様の

満足度を向上するための考え方やその実践的

手法を研修しました。参加者はそれぞれに目標

を持っており、研修を通じて達成策や解決策を

見出すことができたようです。

メタルリサイクル千葉パーツセンターの大久保

信哉さんは「今回の研修はより実務的なことが

明確に見えてきました。自分のためにも会社の

ためにも多くのことを学びたい 」と思ったそう

です。また、アイエス総合の松田岳人さんは「ア

フターサービスの満足度と出会う回数でＣＳが

決まる」という講義内容が印象的で、｢自分自身

の視野も広がりました｣と話しています。

組合員情報変更

支部

北 陸

会社名

株式会社ハセ川自動車

変更後

〒937-0009  富山県魚津市寿町68-3

変更内容

住 所

変更日

平成１９年８月１日

釧路オートリサイクル株式会社（北海道釧路市）のＮＧＰ代表者、佐藤龍治工場長のご母堂、佐藤八重子（さとう・やえこ）様がご逝去されました。

享年８０歳。　 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　ＮＧＰ協同組合は、廃車買い取りの「くるマッ

ク」をＰＲするためにポケット・ティッシュを作製

し、組合員各社に各２千個配布しました。写真の

ものは本部用でフリーダイヤルが記載されてい

ますが、組合員向けにはくるマック店の各店の

名前と電話番号が表記されています。エンドユー

ザー向けの告知活動に活用してください。　

　使用済自動車の買い取りは、いろいろな事業

者 が 力を 入 れ 始 め

ているところです。

競争の中で、消費者の前に露出を高めて「くる

マック」のブランド浸透を図ることが必要になっ

てきます。こうした取り組みのひとつとして、静岡

県内のＮＧＰ協同組合員３社（マルトシ青木、ヤタ

パーツ、太田部品）は、共同で「くるマック」を宣

伝するロールペーパーを各社の負担で作製、取

引先のほか、近くのレストランやコンビニエンス

ストアなどに配布しています。

　ロールペーパーは、「くるマック」の専用キャ

ラクターとともに、静岡藤枝店、浜松店、沼津店、

御殿場店の４店の電話番号と所在地を示す地図、

そしてリサイクル部品を取り扱っている３社４営業

所の電話番号が書かれ、廃車買い取りとリサイ

クル部品を交互に宣伝しています。黄色いカラー

をベースにした専用のボックスを作り、ロール

ペーパーをテーブルナプキンの代わりとして利

用できるようにしたことがミソで、配布先の飲

食店などから重宝がられているそうです。

　「一般のお客様が来るところにと思い、普段、

取引のないところに置かせてもらったりしたが、

意外とすんなりと受け入れてもらえるところが

多かった 」と、太田部品の太田広社長は話して

います。今回、配布したのはポケット・ティッシュ

ですが、これもさまざまな活用が考えられます。

各社のアイデアで「くるマック」の訴求に努めて

いただきたいと考えています。

ＮＧＰ組合員かわら版

NGP日本自動車リサイクル事業協同組合事務局
〒108-0074　東京都港区高輪3丁目25番33号　長田ビル2F
TEL：03-5475-1208　FAX：03-5475-1209　

http://www.ngp.gr.jp

（株）NGP
〒108-0074　東京都港区高輪3丁目25番33号　長田ビル2F
TEL：03-5475-1200　　FAX：03-5475-1201

厳しい競争があるからこそ、「商いの心」で顧客へ接すること
が大事になる。初級営業マン研修会でその基本を学んだ

普通に考えれば、
ロールぺーパーとして
しか使えませんが、

専用ボックスに入れる
ことで、テーブルナプキン
としても使用可能に！

トイレ以外にも置いて
もらうことで、宣伝効果が
さらにアップしました！

ポケット・ティッシュで
「くるマック」を告知。
持ってもらうことで
認知が広がる

静岡県4店の
工夫を凝らした宣伝活動


